
C
等
級
に
は

H

翻
訳
μ

四
国
地
方
整
備
局
で
は
、
施
工
段
階

の
C
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)

試
行
準
備
と
し
て
、
建
設
会
社
に
3
次

元
モ
デ
ル
デ
l
タ
活
用
の
実
態
調
査
を

試
み
た
。
企
画
部
技
術
管
理
課
の
石
田

和
敏
課
長
は
「
設
計
段
階
か
ら
心
配
は

し
て
い
た
が
、

c等
級
の
地
元
建
設
会

一
社
が
ど
こ
ま
で
3
次
元
に
対
応
で
き
る

「

か
事
前
に
把
握
し
た
か
っ
た
」
と
明
か

す。
A
等
級
の
大
手
・
準
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

は
、
各
社
と
も
3
次
元
ツ
l
ル
を
保
有

し
、
そ
の
一
部
は
現
場
に
積
極
適
用
し

て
い
る
。
地
場
大
手
と
中
堅
ゼ
ネ
コ
ン

な
ど
で
構
成
す
る
B
等
級
で
は
地
一
元
を

中
心
に
ソ
フ
ト
が
未
整
備
の
企
業
が
見

ら
れ
た
。

A
等
級
と
B
等
級
の
一
部
で

は
C
I
Mを
実
施
で
き
る
素
地
が
十
分

に
あ
る
も
の
の
、

c等
級
は
経
験
の
あ

る
企
業
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
対
応
で
き

な
い
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た。
試
行
対
象
は
、
四
国
横
断
自
動
車
道

立
江
櫛
測
地
区
内
の
長
さ
2
0
C
M。

軟
弱
地
盤
対
策
工
事
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
設
計
段
階
に
は
施
工
管
理
へ
の
3

次
元
モ
デ
ル
デ
ー
タ
活
用
を
計
画
し
て

い
た
が
、
施
工
者
に
決
ま
っ
た
中
幸
建

設
(
徳
島
県
阿
南
市
)
は
3
次
一
元
モ
デ

ル
デ
l
タ
を
活
用
し
た
経
験
が
ま
っ
た

の
配
慮
を

く
な
か
っ
た
。
「
想
定
し
て
い
た
こ
と

で
は
あ
っ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
使
い
方
が
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
た
」
(
石
田
氏
)
。

そ
こ
で
3
次
元
モ
デ
ル
か
ら
杭
の
位

置
や
長
さ
、
ス
ラ
リ
l
量
な
ど
の
属
性

情
報
を
2
次
元
デ
i
タ
に
置
き
換
え
、

施
工
管
理
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
施

工
者
に
手
渡
し
た
。
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
介
し
、
施
工
で
得
た
数
値
を
3

次
一
元
モ
デ
ル
デ
i
タ
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
で
、
施
工
や
品
質
の
管
理
を
可
視
化

す
る
や
り
方
で
C
I
M
の
試
行
を
進
め

て
い
る
。

門
田
健
一
工
事
品
質
確
保
係
長
は

「
ソ
フ
ト
な
し
、
ス
キ
ル
な
し
の
状
態

で
は
満
足
な
成
果
は
得
に
く
い
た
め
、

3
次
元
か
ら
2
次
元
、

2
次
元
か
ら
3

次
元
と
い
う
よ
う
な
N

翻
訳
H

が
欠
か

せ
な
い
と
判
断
し
た
。
今
後
は
初
心
者

に
も
対
応
で
き
る
簡
易
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
開
発
が
C
I
M普
及

施
工
が
始
ま
っ
た
試
行
対
象
の
軟
弱

地
盤
対
策
工
事

の
か
ぎ
を
握
る
」
と
考
え
て
い
る
。

四
国
整
備
局
は
お
年
度
に
設
計
段
階

の
新
た
な
試
行
業
務
と
し
て
、
道
路
橋

梁
の
予
備
設
計
と
ト
ン
ネ
ル
の
詳
細
設

計
を
対
象
に
選
ん
だ
が
、
施
工
者
が
率

先
し
て
試
行
に
取
り
組
む
希
望
工
事
に

つ
い
て
は
、
稼
働
中
の
対
象
案
件
に
小

規
模
工
事
が
多
く
、
施
工
者
の
反
応
も

薄
い
と
考
慮
し
、
あ
え
て
選
定
を
見
送

っ
た
。

大
規
模
工
事
で
は
、
大
手
・
準
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
が
施
工
効
率
や
品
質
確
保
の

手
段
と
し
て
、
自
主
的
に
C
I
Mを
導

入
す
る
姿
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
き

た
。
木
下
功
技
術
検
査
官
は
「
中
小
規

模
の
工
事
に
も
C
I
M
を
普
及
さ
せ
る

た
め
に
は
、
発
注
者
側
か
ら
施
工
者
に

具
体
の
導
入
メ
リ
ッ
ト
を
示
す
必
要
が

あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
。

c
I
M
の
導
入
に
は
2
0
0
万
1
3

0
0
万
円
の
初
期
投
資
が
必
要
と
な

り
、
こ
の
額
を
C
等
級
ク
ラ
ス
が
捻
出

す
る
の
は
難
し
い
。
こ
れ
は
地
元
の
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
同
様
だ
。
加
え

て
整
備
局
自
身
も
ソ
ト
ウ
エ
ア
を
持
た

ず、

3
次
元
モ
デ
ル
の
成
果
は
ビ
ュ

ー
ア
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
確
認
し
て
い

る。
石
田
氏
は
「
業
者
の
た
め
に
少
し
で

も
ハ
ー
ド
ル
の
低
い
試
行
を
心
掛
け
て

い
く
が
、
発
注
者
側
に
も
C
I
Mを
運

用
す
る
た
め
の
リ
テ
ラ
シ
!
の
部
分
が

強
く
求
め
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
使
え

な
い
と
、
成
果
と
し
て
の
3
次
元
モ
デ

ル
デ
i
タ
は
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま

う
」
と
強
調
す
る
。
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